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12 月20日(火)、比嘉唯先生が授業を公開しました(２

年３組)。本時の授業は、自分が好きだと思った漢詩の表

現を抜き出し、その理由を考えることを通して、漢詩の構

成や表現の効果について理解を深めることが目的です。 

 唯先生イイね！と思ったのが、生徒との対話がお上手

で、時にはツッコミも混ぜるなど、教室にいる全員を清々

しくて爽快な気持ちにさせてくれます。また、『生徒の反

応がとても良かった』のは、唯先生の発問が分かりやすい

からだろうなと思わず感心する自分がいました。 

 単元計画や本時のタイムマネジメントには改善の余地

がありそうでした(図２を参考に)。生徒がロイロノートを

使って好きな表現を抜き出し、その理由を説明する時間を

十分に与えることで、本時のねらいに迫ることができたか

もしれません(図１)。次時を楽しみにしていますね😍 

国語科の沙織先生からは、読み取った心情や情景を生徒

に表現させ、それをグループで共有し、生徒の言葉でまと

めることで、言葉の見方や考え方を働かせる契機につなが

ると、アドバイスをいただきました(生徒全員が Output

する場面設定、説明＜発問、先生が説明＜生徒が調べる)。 

唯先生、ありがとうございました(^^)/ 図１ ロイロノートで好きな表現を選んでいる姿 

図２ 「問い」が生まれる授業のポイント（問いサポ P.19） 

 


